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大学コンソーシアムやまがた総会（持ち回り）の結果等について（報告） 

 

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成２７年１０月２１日付け文書によりお諮りしました審議事案「ゆうキャンパ

ス・ステーションの今後の取り扱いについて」下記のとおりでしたので、ご報告いたします。 

 

記 

 

ゆうキャンパス・ステーションについて、 

１ 今後２年間はむらきさわビル１階に従前どおり置くこととする。 

 

  ⇒特段ご意見はありませんでした。 

 

２ この２年間に県知事等への要望をしながら、代替場所についても模索し提示したい。 

 

  ⇒４件の意見がありました。 

 

（意見内容） 

・提案２については、県知事等への要望ありきではなく、先ず、２年間の中で代替場所を含

めた今後の対応について、大学コンソーシアム内で検討・集約していくべきものと考えます。 

（県立農業大学校） 

 

・提案２への意見、できるだけ、ゆうキャンパス加盟機関で話し合って、この２年間で代替

場所を探していくこととしてはいかが。 

（県立保健医療大学） 

 

・今後２年間はむらきさわビル１階に従前どおり設置し、その後の対応については、大学コ

ンソーシアムやまがた内で今後検討していくべき課題であり、県知事等に要望するもので



はなく、大学コンソーシアムやまがたとして意見集約していくべきものと考える。 

（山形県） 

 

・提案２について、基本的に、大学コンソーシアムやまがたが検討すべき事項であり、現在

の検討状況において県に要望することは、時期尚早と考えます。まさに、「この２年間」に

おいて、検討状況を踏まえ、県に支援を求める必要があるのであれば、それにふさわしいよ

り詰めた内容で要望するのが適当と思われます。 

なお、要望の目的が「ゆうキャンパス・ステーション」の現状を県（知事）に理解いただく

ためというのであれば、他の手法もあるのではないでしょうか。 

（県立米沢栄養大学、県立米沢女子短期大学） 

以上 

 


